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引継ぎ

計画

国際意識を醸成する人材育成の企画・実施

計画

・鹿児島市に多く住む外国人数を基に上位５ヵ国の出身者をボランティアとして募集し、その
国の紹介や遊びの体験型のブースを準備して多文化共生をメンバーや市民へ少しでも理解
してもらうことができました。

実施

報告 報告

協議 協議 審議 実施 報告

計画

鹿児島の国際化に関する調査研究

利川ＪＣとの４５周年交流事業の企画・実施

・鹿児島のステークホルダーへ調査やヒアリングを繰り返し行い、多くの国際系の団体が
取り組んでいる多文化共生に着目することができました。各団体との連携を図りましたが、
スケジュール等の調整不足から、鹿児島青年会議所単独で事業を計画しました。

引継ぎ

通年対応

利川ＪＣ
離就任
式

利川ＪＣ交流（時期不確定）
姉妹ＪＣ盟約４５周年記念式典in利川

訪利

姉妹ＪＣ盟約
４５周年記念

式典

１０月例会事業（時期不確定）
姉妹ＪＣ盟約４５周年記念式典in鹿児島

協議　協議　審議　実施

検証

姉妹ＪＣ盟約
４５周年記念

式典

報告

実施

・ヒアリングは多く行い、鹿児島青年会議所が取り組むべき事業を委員会メンバーを中心
に計画していくことが重要です。国際化といっても課題は様々なので、委員会が何に取り組む
べきかを議論する必要があります。

実施
通年対応

協議 協議 審議 実施 報告

・鹿児島にて４年ぶりに対面での利川ＪＣとの交流ができました。利川ＪＣとの交流を経験したことのないメンバーが半数以上
という現状に委員会メンバーで声掛けをして多くのメンバーに参加して頂き、またシニアも多くの参加と協力頂き無事に姉妹Ｊ
Ｃ盟約４５周年記念式典を実施できました。

・鹿児島にて５１年ぶりの国体・スポーツ大会同時期のため式典会場、ホテル、バスの手配が困難
でしたが、早めの手配をしておくことでそれらの確保はできました。また鹿児島空港の国際線が再開
しておらず、福岡空港へ送迎をしました。ヒアリングや調査を早めに行い準備する必要があります。

引継ぎ

・会場は天文館アーケード内で天気の影響もなく、また開放的な場所だったため外国人も楽しそうに事業に取り組みました
が、多文化共生とは繋がりにくいブースもありました。ブースの中身はもっと精査する必要がありました。また鹿児島市からの
補助金を受けたため補正予算を組みました。

国際意識を醸成する人材育成に関する調査研究 ６月例会事業

６月例会事業
みんなで考えよう
多文化共生

訪利

鹿児島ブロック大会準備の会議の参加

計画
鹿児島ブロック大会準備の会議の参加

実施

実施

実施

ブロック大会

鹿児島ブロック大会準備の会議の参加 ブロック大会

調査研究・企画立案



検証

検証

鹿児島ブロック大会準備の会議の参加

・ブロック大会の日程決定後、当委員会の６月例会事業も同日開催となりました。
そのためブロック大会と連携をして、２事業に取り組みました。

実施

計画

引継ぎ

引継ぎ
・ブロック大会と例会事業を同日開催をするにあたり、双方に事業当日の人員不足、連携不
足が起こりました。今後、ブロック大会と例会事業を同日に行う場合はより入念にヒアリング
やお互いの打ち合わせを行い、LOM全体の意識を高める必要があります。


